
令和７年度 江東区立深川第二中学校防災計画
様式集（「江東区学校防災マニュアル」様式集より抜粋）

様式 資料ページ 名称 連絡会開催前の準備 連絡会での内容

１－１ P.1 深川第二中学校の防災計画① ○ 記載内容の確認

１－２ P.2 深川第二中学校の防災計画② ○ 記載内容（場所）の確認

１－３ P.3 深川第二中学校　避難所運営協力本部員名簿① ○（学校、区職員欄のみ） 参加者に確認し、追記

１－４ P.4 深川第二中学校　避難所運営協力本部員名簿② × 〃

１－５ P.5 深川第二中学校　避難所運営協力本部員名簿体制表 ○（学校担当者名のみ） 〃

２－１～２ P.6～7 勤務時間内発災対応シート ○ 記載内容の確認

３－１～３ P.8～10 勤務時間外発災対応シート ○（シート②地域住民欄を除く） 〃

４ P.11 児童・生徒連絡カード × 様式と用途の確認

５ P.12 危険箇所（被災状況）連絡シート × 〃

６ P.13～14 施設（学校）の安全点検のためのチェックリスト × 〃

７ P.15 避難所開設準備シート × 〃

８－１～３ P.16～18 避難所運営シート ○（シート②避難者欄を除く） 記載内容と様式・用途の確認

９ P.19 避難者カード × 様式と用途の確認

１０ P.20 避難者名簿 × 〃

１１ P.21 避難所集計用紙 × 〃

１２ P.22 避難所生活ルール ○（学校防災マニュアルを参照し、案を作成） 記載内容の確認

１３ P.23 避難所用物品受払簿 × 様式と用途の確認

１４ P.24 ボランティア受付表 × 〃

１５ P.25 避難所ペット台帳 × 〃

１６・１７ P.26～27 学校再開準備シート/減災計画（平常時の防災対策）

※各様式は資料４、資料５－２、資料８、資料９及び学校防災マニュアルを参考に記入してください。

連絡会の内容を踏まえ、整備していく

○「別紙
○記載の「連絡会」とは、「学校避難所運営協力本部連絡会」のこと
です。
○学校防災計画の様式データは、
庶務課



マニュアル本文P2～5 【様式1-1】

P43

１　本校の避難場所等

　(1)本校の避難場所

※地区内残留地区内の学校の場合、避難場所の割り当てはない

　(2)本校周辺の避難所

NO 名称 所在地 距離

1 拠点避難所：明治小 深川２－１７－２６ ０．２１ｋｍ

2 拠点避難所：数矢小 富岡１－１８－７ ０．３５ｋｍ

3 拠点避難所：深川六中 平野３－６－１３ ０．６０ｋｍ

4 避難所：深川北スポーツセンター 平野３－２－２０ ０．４５ｋｍ

5 避難所：深川一丁目保育園 深川１－６－１５ ０．４０ｋｍ

　(3)本校周辺の帰宅困難者一時滞在施設

NO 名称 所在地 距離

1 東京都現代美術館 三好４－１－１ ０．８５ｋｍ

2 墨田工業高校 森下５－１－７ １．２ｋｍ

3 ｋｍ

4 ｋｍ

　(4)最寄りの給水施設

NO 名称 所在地 距離

1 豊住給水所 東陽６－１－８ ０．９５ｋｍ

2 ｋｍ

　(5)最寄りの緊急医療救護所

NO 名称 所在地 距離

1 木場病院 木場５－８－７ ０．８５ｋｍ

2 深川立川病院 扇橋２－２－３ １．５ｋｍ

深川第二中学校の防災計画①

名称

清澄庭園（または木場公園一帯）

連絡先

３６４１－０５５０

３６４２－０４７６

３６４２－４８６８

３８２０－８７３０

３６４３－４８４５

連絡先

０５０－５５４１－８６００

３６３１－４９２８
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【様式1-2】

P43

２　通信機器等の設置状況

　(1)移動系防災無線の設置場所

（半固定型）１階職員室 （携帯型）玄関

（携帯型格納箱鍵保管場所）１階主事室

　(2)災害時優先電話の設置場所（主に校長室）

有　・　無

(設置場所)校長室 （電話番号[非公開]）３６４１－０２４２

　(3)災害時特設公衆電話設置場所（主に昇降口付近）

(電話機保管場所)玄関・プール （端子盤鍵保管場所）１階主事室

　(4)同報無線の設置場所

有　・　無

（スピーカー）屋上 （無線装置）屋上

３　備蓄倉庫等の設置状況

　(1)備蓄倉庫　P66

(設置場所)２階体育館横の備蓄倉庫 （鍵保管場所）１階職員室・主事室

　(2)災害応急物資倉庫　P65

(設置場所)２階体育館横の備蓄倉庫 （鍵保管場所）１階職員室・主事室

深川第二中学校の防災計画②
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マニュアルP23 【様式1-3】

１　学校職員 役職等 氏　名 連絡先 参集日 参集時間

校　 長 栗生　忠義 090-5554-6818 月　　　　日 ：

副校長 河村　英明 090-9341-7714 月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

２　区職員 役職等 所属・氏名 連絡先 参集日 参集時間

災害情報連絡員（避難所統括） 保育政策課施設管理係・白瀬　裕也 3647-9094 月　　　　日 ：

災害情報連絡員 保護第二課保護第一係・斎藤　陸 3637-2701 月　　　　日 ：

災害情報連絡員 保護第二課保護第四係・小宮山　弘人 3637-2701 月　　　　日 ：

避難所配置職員 保護第一課相談係・辻　和夫 3645-3102 月　　　　日 ：

避難所配置職員 スポーツ振興課スポーツ振興係・杉浦　夏帆 3647-4887 月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

深川第二中学校 避難所運営協力本部員名簿（兼参集者名簿）①
（この欄は災害発生時に使用）
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【様式1-4】

３　災害協力隊 名称・役職等 氏　名 連絡先 参集日 参集時間

平野１丁目町会 椎名　康夫 03-3641-0658 月　　　　日 ：

平野２丁目町会 平塚　栄治・（防災副部長・滑川　順大）03-3641-6196・（090-4205-0718） 月　　　　日 ：

冬木町会 豊田　信一 090-3065-3393 月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

４　その他関係団体 名称・役職等 氏　名 連絡先 参集日 参集時間

　　（PTA、企業等） 深川二中CS（学校運営協議会） 会長・上野　理 090-6936-4570 月　　　　日 ：

深川二中PTA 役員・大下　智樹 090-2462-6207 月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

月　　　　日 ：

深川第二中学校 避難所運営協力本部員名簿（兼参集者名簿）②
（この欄は災害発生時に使用）
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マニュアルP24～25 【様式1-5】

係 主な業務 学校・区職員等担当者名 町会等担当者名

本部長 ○総括

校長、災害情報連絡員（統括担当） 災害協力隊長

総務・情報担当
○避難所運営全体の調整
○区災害対策本部との連絡調整
○情報の収集・伝達

副校長、中川、災害情報連絡員、避難
所配置職員

災害協力副隊長

各居住担当
○地域別等による避難者のとりまと
め

小平、大内、橋田、柳原

避難所担当

○避難者の生活への支援に関する
こと
○災害協力隊、ボランティア等との
連携に関すること

芳賀、芦澤、小山

救護・衛生担当

○救護に関すること
○医療救護所への協力に関すること
○清掃・衛生管理の支援に関するこ
と

窪木、小野寺、飯島

救援担当 ○近隣住民等の救援に関すること 清久、新里、大川、阿部

給食・物資担当
○生活物資の管理、配給に関するこ
と

山口、髙橋、千田

深川第二中学校避難所運営協力本部体制表
※各担当のリーダーの氏名の前に”◎”を表示
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マニュアルP13～16 【様式2-1】
P44

○発災直後、児童生徒の安全を確認したら、以下のことを確認

１　教職員の初動態勢
係名 主な事務 担当者名

学校災害対策本部長 総括 校長

情報連絡係 被害状況の把握、区・医療機関など関係機関との連絡 副校長、中川

避難誘導係 児童・生徒の避難誘導、保護者への引渡し 小平、大内、橋田、柳原

消火巡視係 被害確認、初期消火、学校内点検 芳賀、芦澤、小山

救護係 傷病者への救急措置 窪木、小野寺、飯島

搬出係 非常持出品の搬出、管理 山口、髙橋、千田

救援係 避難行動要支援者名簿の活用による、避難者の救助や捜索 清久、新里、大川・阿部

２　児童・生徒の避難誘導

　児童・生徒の安全確保のため、次の点について確認し、判断する

　①児童・生徒の安全を確保できたか（発災直後）

　 　　→　校舎内が危険な場合は校庭へ

　　→　学校全体が危険な場合は避難場所へ

　②児童・生徒を確実に保護者等へ引き渡すことはできるか（発災からしばらくして）

　　→　保護者に引き渡す場合は、学校または避難場所で行う

　　→　引渡し困難な児童・生徒は学校内で保護する

勤務時間内発災対応シート① 勤務時間内

6



マニュアルP16～17 【様式2-2】
P44

３　避難してきた区民の受け入れ

　避難してきた区民に対しては、次の点を伝える

伝達事項

①避難受入先の指定

②立入禁止場所

③トイレの使用方法

④負傷者の対応

４　学校施設・設備の確認

①巡視時に着用・持参するもの

　ヘルメット、軍手、懐中電灯、マスターキー等

②確認場所

５　関係機関等への連絡（放課後時の対応等）

６　教育委員会事務局への報告

勤務時間内発災対応シート②

内容

（集会室）→体育館・（各教室）

校長室・職員室・主事室・事務室・給食室・保健室・特別教室・（各教室）

割り当てられた教室に一番近いトイレを使用

　二次災害の防止のためにも、ヘルメットを着用するなど身の安全を確保した上で、学校の施設・設備を確認する。

　薬品がある理科室等の確認を行う。なお、学校校舎等施設の安全性については、別途、区から職員が派遣され応急危険度
判定（避難所使用判定）が実施される。
　→【様式6】参照

　放課後等に発生した時は、江東きっずクラブ等の関係機関からの連絡を待ち、状況の把握に努める。（電話回線の混乱を
避けるため、児童・生徒の避難を確保した施設から該当校へ連絡する流れとする。）

　教育委員会事務局に、1)児童・生徒の状況、2)施設・ライフラインの被害状況、3)区民の避難状況、4)周辺地域の状況、等に
ついて地域防災無線、災害時仮設電話等により報告を行う。

勤務時間内

7

医務室（２階部活動室）



マニュアルP18 【様式3-1】
P45

１　教職員の自動参集 （参集時間の目安 ： 徒歩参集…3km/時、自転車参集…12㎞/時）

NO 教職員名
学校到着まで
の所要時間

役割等 NO 教職員名
学校到着まで
の所要時間

役割等

校長・和田　総治 4:45 総括 16 髙橋　彩 3:45 搬出係

副校長・河村　英明 5:00 避難所運営全体の調整 17 丹野　勇貴 3:30 搬出係

1 中川　洋 4:15 情報連絡係 18 阿部　旭来 1:00 救援係

2 清久　実咲 1:30 救援係 19 ：　　 　歩・自

3 小平　悠海 4:15 救護係 20 ：　　 　歩・自

4 大石　悠太 1:45 避難誘導係 21 ：　　 　歩・自

5 田中　　拓 1:30 搬出係 22 ：　　 　歩・自

6 新里　和代 8:15 救援係 23 ：　　 　歩・自

7 貝沼　大輝 9:30 避難誘導係 24 ：　　 　歩・自

8 森　大輔　 5:45 消火巡視係 25 ：　　 　歩・自

9 五十嵐　えり 6:30 救護係 26 ：　　 　歩・自

10 飯島　美樹 3:00 避難誘導係 27 ：　　 　歩・自

11 古庄　唯夏 1:45 救護係 28 ：　　 　歩・自

12 小野寺　拓海 5:00 消火巡視係 29 ：　　 　歩・自

13 大川　双葉 0:45 救援係 30 ：　　 　歩・自

14 山口　涼太 3:30 避難誘導係

15 小山　健司 2:00 消火巡視係

勤務時間外発災対応シート①
休日・夜間

8



マニュアルP18～21 【様式3-2】
P45～46

２　学校の開放等
　勤務時間外に発災し、学校施設を開放する場合の手順
（夜間警備体制…　 　 機械　　・　　常駐 　）（蹴破り戸設置場所…正門前昇降口　　　　　　　  　　　　　）

３　教職員の初動態勢
係名

学校災害対策本部長

情報連絡係

避難誘導係

消火巡視係

救護係

搬出係

救援係

非常持出品の搬出、管理 （田中、髙橋、丹野）

避難行動要支援者名簿の活用による、避難者の救助や捜索 （新里、清久、大川、阿部）

児童・生徒の避難誘導、保護者への引渡し （貝沼、大石、山口、飯島）

被害確認、初期消火、学校内点検 （小山、森、小野寺）

傷病者への救急措置 （古庄、小平、五十嵐）

特記事項
　　校内で活動している教職員がいれば、協力する。

主な事務 担当者名

総括 （校長）

被害状況の把握、区・医療機関など関係機関との連絡 （副校長、中川）

避難者の避難誘導 （活動中の教職員） 災害協力隊等
区職員（災害情報連絡員・避難所配置職員）

施設の安全確認 （活動中の教職員） 災害協力隊等
区職員（災害情報連絡員・避難所配置職員）

勤務時間外発災対応シート②

学校担当職員 地域住民（災害協力隊等） 備考

開錠 （活動中の教職員） 災害協力隊隊長・CS代表・PTA代表
区職員（災害情報連絡員・避難所配置職員）

開錠の方法の確認

休日・夜間
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マニュアルP21 【様式3-3】
P46

４　避難してきた区民の受け入れ

　避難してきた区民に対しては、次の点を伝える
伝達事項

①避難受入先の指定

②立入禁止場所

③トイレの使用方法

④負傷者の対応

５　学校施設・設備の確認

①巡視時に着用・持参するもの
　ヘルメット、軍手、懐中電灯、マスターキー等

②確認場所

６　教育委員会事務局への報告
　教育委員会事務局に、1)施設・ライフラインの被害状況、2)区民の避難状況、3)周辺地域の状況、等について地域防災無線、災害時仮設電
話等により報告を行う。

体育館・（集会室）・（各教室）

校長室・職員室・主事室・事務室・給食室・保健室・特別教室・（各教室）

割り当てられた教室に一番近いトイレを使用

　二次災害の防止のためにも、ヘルメットを着用するなど身の安全を確保した上で、学校の施設・設備を確認する。

　薬品がある理科室等の確認を行う。なお、学校校舎等施設の安全性については、別途、区から職員が派遣され応急危険度判定（避難所使
用判定）が実施される。

勤務時間外発災対応シート③

内 容

休日・夜間

10
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【様式4】
P47

年　　組 人数

在　　籍 名

出　　席 名 （うち引渡し済み　　　　　名）

欠　　席 名

けが人等（救出が必要な人）

男子　　　　　　　名、女子　　　　　　　名、計　　　　　　　　　　名

№ 性別 滞　在　場　所

1 男 ・ 女 　　　階

2 男 ・ 女 　　　階

3 男 ・ 女 　　　階

4 男 ・ 女 　　　階

5 男 ・ 女 　　　階

6 男 ・ 女 　　　階

7 男 ・ 女 　　　階

8 男 ・ 女 　　　階

9 男 ・ 女 　　　階

10 男 ・ 女 　　　階

児童・生徒連絡カード

学校（園）名：　　　　　　　　　　　小・中・幼

連絡者名：

氏　名 けがの状況

11



P48
【様式5】

危険箇所（被災状況）連絡シート

学校（園）名：　　　　　　　　　　　小・中・幼

連絡者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

場 所 状 況

　　　　　　　　 階　　　　　 年　　　　　 組　教室
特別教室（

）

　　　　　階 段（　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
廊　　　下（

）

　　　　　トイレ（　　　　　　　　　　　　　　　　 ） そ の 他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

場 所 状 況

　　　　　　　　 階　　　　　 年　　　　　 組　教室
特別教室（

）

　　　　　階 段（　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
廊　　　下（

）

　　　　　トイレ（　　　　　　　　　　　　　　　　 ） そ の 他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

場 所 状 況

　　　　　　　　 階　　　　　 年　　　　　 組　教室
特別教室（

）

　　　　　階 段（　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
廊　　　下（

）

　　　　　トイレ（　　　　　　　　　　　　　　　　 ） そ の 他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

場 所 状 況

　　　　　　　　 階　　　　　 年　　　　　 組　教室
特別教室（

）

　　　　　階 段（　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
廊　　　下（

）

　　　　　トイレ（　　　　　　　　　　　　　　　　 ） そ の 他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

12



施設（学校）の安全点検のためのチェックリスト

該当する場合の対処・応急対応方法等

① 傾いている。沈下している。 建物から退去（建物全体が立入禁止）

② 傾いているように感じる。
要注意
→区（学校施設課）へ詳細診断を要請

①
大きなＸ字状のひび割れが多数あり、コンクリートの剥落も著しく、鉄
筋がかなり露出している。壁の向こう側が透けて見える。

建物から退去（建物全体が立入禁止）

②
斜めやＸ字状のひび割れがあるが、コンクリートの剥落はわずかであ
る。

要注意
→区（学校施設課）へ詳細診断を要請

① 隣接建築物等が施設の方向に傾いている。 建物から退去（建物全体が立入禁止）

② 周辺の地盤が大きく陥没又は隆起している。 該当箇所への立入禁止

③
隣接建築物の損傷や周辺地盤の地割れがあるが、施設への影響は無いと
考えられる。

要注意
→区（学校施設課）へ詳細診断を要請

① 傾いている、又は陥没している。 該当箇所（室）への立入禁止

② フロア等、床材に損傷が見られる。 要注意・要修理

① 間仕切り壁に損傷が見られる。 要注意・要修理

② 天井材が落下している。 該当箇所（室）への立入禁止

③ 天井材のズレが見られる。
要注意
→区（学校施設課）へ詳細診断を要請

①
大きなＸ字状のひび割れが多数あり、コンクリートの剥落も著しく、鉄
筋がかなり露出している。壁の向こう側が透けて見える。

建物から退去（建物全体が立入禁止）

②
斜めやＸ字状のひび割れがあるが、コンクリートの剥落はわずかであ
る。

要注意
→区（学校施設課）へ詳細診断を要請

4 ドア ドアが外れている、又は変形している。 要注意・要修理

① 窓枠が外れている、又は変形している。 要注意・要修理

② 窓が割れている、又はひびがある。 要注意・要修理

① 照明器具・吊り器具が落下している。 要注意・要修理

② 照明器具・吊り器具のズレが見られる。 要注意・要修理

① 什器類（オフィス家具・ＯＡ機器等）が転倒している。 要注意／要修理／要固定

② 書類等が散乱している。 要注意／要復旧

1
建物
（傾斜・沈下）

2

3 廊下・階段

5
窓枠・
窓ガラス

2 壁・天井材

建物
（倒壊危険性）

施設名

点検項目 点検内容 チェック欄
（該当項目に○）

（１）施設全体

3
隣接建築物・
周辺地盤

（２）施設内部（教室・廊下等）

1 床

6
照明器具・
吊り器具

7 什器等

網掛け部分は避難所開設の判断基準となります。

避難所の開設不可

学校施設課に診断を要請した上で開設を検討

13



①
外部からの電力供給が停止している。
（商用電源の途絶）

② 照明が消えている。

③ 空調が停止している。

① 停止している。

② 警報ランプが点灯、又はブザーが鳴動している。

③ カゴ内に人が閉じ込められている。 メンテナンス業者又は消防機関に連絡

① 停止（断水）している。
代替手段の確保／要復旧
→（例）最寄りの給水所・応急給水槽の場所を確認

② 水道が破損、又は漏水している。 使用禁止／要復旧

4
下水道・
トイレ

トイレの水が流れない。（溢れている。）
使用禁止／代替手段の確保／要復旧
→（例）備蓄倉庫・資機材格納庫内の仮設トイレ・簡易トイ
レの利用

① 異臭、異音、煙が発生している 立入禁止・火気厳禁／東京ガス及び消防機関に連絡

② 停止している 要復旧

6 通信・電話 停止している
代替手段の確保／要復旧
→（例）災害時優先電話・移動系防災無線等の利用

7 消防用設備等 故障・損傷している。
代替手段の確保／要復旧
→消防設備業者に連絡

1 防火シャッター 閉鎖している。 要復旧

2
非常階段・
非常用出口

閉鎖している。（通行不可である。）
要復旧
→復旧できない場合は立入禁止及び代替避難ルートの設定

3
入退室・
施錠管理

セキュリティが機能していない。
要復旧／要警備担当者配置・巡回
→外部者の侵入に要注意（状況により立入禁止）

（３）設備・ライフライン等

1 電力
代替手段の確保／要復旧
→（例）応急物資格納庫から発電機・投光器・コードリール
を搬出し、使用する。

使用禁止／要復旧
→メンテナンス業者に連絡

3 上水道

5 ガス

（４）セキュリティ

2 エレベーター

総合評価及び特記事項

14



マニュアルP23～25 【様式7】
P50

１　開設する避難所の決定

避難所の開設は区災害対策本部が決定する。
開設を決定した場合、災害対策本部は移動系防災無線の一斉放送などを使用して、各学校へ周知する。

２　避難所に派遣される区職員

３　学校避難所運営協力本部

学校、区職員、災害協力隊、ボランティア等の代表者による学校避難所運営協力本部を設置する。
避難所運営に関する組織体制は様式【1-5】のとおりとする。

４　発災時第1回学校避難所運営協力本部会議次第（参考）

避難所開設準備シート

災害情報連絡員は発災直後の被害情報の収集や報告、区災害対策本部との連絡調整などを行い、避難所の設置及び運営への協力を行
う。その後、避難所の管理等に従事する職員が派遣され、災害情報連絡員と引継ぎを行う。

①避難所運営に関わる役割分担 様式【1-5】参照

②被害状況の把握 学校施設内、周辺地域の状況、ライフライン等

⑥外部との連絡方法 通信手段の確認（災害時優先電話、特設公衆電話、防災無線等）

⑦給食・物資 施設内の備蓄物資の状況、救援物資の受入等

③施設の使用方法 避難者立入禁止区域の設定、医療救護所の設定等

④生活のルール トイレ、起床・消灯・食事・清掃時間の設定、ゴミ処理、ペット、高齢者等災害弱者への対応

⑤避難所管理 避難者名簿の作成、避難者の部屋割り等

15



マニュアルP26～27 【様式8-1】
P51

１　施設の使用方法
(1)立入禁止区域の設定

学校施設管理上、必要な場所については立入禁止区域として設定する

〔指定場所〕校長室・職員室・主事室・事務室・給食室・保健室・（特別教室・各教室）

(2)要配慮者用スペースの確保
高齢者･障害者等の要配慮者用スペース、授乳スペース等

〔指定場所〕３階英語室１・数学室

(3)緊急医療救護所スペース（←緊急医療救護所が開設される学校のみ記載）

〔指定場所〕

(4)共有スペース
NO 室名等 指定場所 備考

1 学校避難所運営協力本部室 ２階美術室

2 情報掲示板 ２階美術室前

3 受付 ２階美術室

4 物資置場

5 医務室 ２階部活動室 　　　　　　　　　　　　　　　　　＊緊急医療救護所が開設される学校は記入不要

6　特設公衆電話

7　マンホールトイレ

8 ゴミ置場 ピロティ近く（屋外）

9 ペット置場 ３階第２理科室

10 更衣室 ２階女子更衣室・３階男子更衣室

11 配給所 ピロティ

12 ボランティアルーム ２階英語室２

13 救援班活動スペ ２階美術室

14

15

16

17

避難所運営シート①

16

主事室外
 

１階特別支援室

校舎東側外
 

専用スペース・トイレ（コロナ・インフル等） ２階多目的室とその前のトイレ



マニュアルP27 【様式8-2】
P51

(5)避難者の居住スペース（体育館・集会室・各教室名を記入）
NO 室名等 避難者（住所、地区等） 備考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

避難所運営シート②

17



マニュアルP27～31 【様式8-3】
P52

２　避難者名簿

　世帯別に「避難者カード」を記入してもらう。

　避難所全体で「避難者名簿」を作成し、「避難者集計用紙」に取りまとめる。

　

３　生活ルール

　避難者が共同生活を送るため、最小限の生活ルールを決定する。

４　水・物資の確保・配給

５　ボランティアの受け入れ

※　避難所ペット台帳

避難所運営シート③

【様式9】、【様式10】、【様式11】参照

【様式12】参照

【様式13】参照

【様式14】参照

【様式15】参照

18



マニュアルP27 【様式9】

P53

体育館

校舎

住所

連絡先

氏名 続柄 性別 年齢 介護 特記事項

（世帯主）
男　・　女

男　・　女

男　・　女

男　・　女

男　・　女

男　・　女

男　・　女

避難者カード

避難スペース
　　　　　　　ブロック

　　　　　　　　階　　　　　　　教室

※世帯ごとに記入してください。
　〒

※電話番号・携帯電話番号等

問い合わせに対する氏名及び住所の公表の可否 可　・　否

(備考）
※援助の必要（手話通訳・要約筆記者・補装具・アレルギー食・医療等）や、注意してほしい点、また、避難所を運営していく上で活用できる資
格等（医師・看護師・調理師・栄養士・建築士・大工・通訳等）がありましたらご記入ください。
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マニュアルP27 【様式10】
P54

特別 医療 介護
食料 要否 要否

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

男 ・ 女

避難者名簿

番号 氏名 続柄 性別 年齢 住   所 入所日 退所日 備考

番号は一連番号とする。
世帯主は当該家族の筆頭に記入すること。

20



マニュアルP27 【様式11】
P55

男

女

20才以上 うち65才以上

うち
0才から3才

うち
3才から6才
（未就学）

小学生

中学生

避難者集計用紙

学校（園）名：　　　　　　　　　小・中・幼

年　　　月　　　日　　午前 ・ 午後　　　時　 　分現在 連絡者名：

1 世帯数計 世帯

2 避難者数計 人 内訳１

人

人

特記事項

内訳２

人 人

20才未満 人

人

人

人

人

21



マニュアルP28 【様式12】

P56

１　生活の時間について

・起床時間 午前７時

・消灯時間 午後１０時

・食事時間 午前８時、正午、午後６時

・清掃時間 午前９時、午後３時

２　トイレについて

水を流す際はプールの水を使用

３　配給食料・物資について

担当者の指示に従う

４　その他

・ゴミだし 担当者の指示に従う

避難所生活ルール
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マニュアルP29

P57

品名 単位呼称

払出先 受 払 残 記入者 備考

【様式13】

避難所用物品受払簿

年月日 購入・受入先

※１　「備考」欄には購入単価及び購入金額を記入しておくこと。
※２　最終行欄に受払、残の計及びそれぞれの金額を明らかにしておくこと。
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マニュアルP29
P58

氏　　名 備考
住　　所 （特技等）
電　　話

氏名

住所

電話

氏名

住所

電話

氏名

住所

電話

氏名

住所

電話

氏名

住所

電話

氏名

住所

電話

【様式14】

ボランティア受付表

№ 性別 活動内容
参加日

月 日 月 日 月 日 月 日 月 日

合(小）計

24



【様式15】

P59

備考

(登録、ワクチン接種の有無
など)

氏名：

住所：

電話：

氏名：

住所：

電話：

氏名：

住所：

電話：

氏名：

住所：

電話：

氏名：

住所：

電話：

氏名：

住所：

電話：

避難所ペット台帳

№ 飼　育　者 登録日 退所日 種類 性別 特徴 ペット名

25



マニュアルＰ32～35 【様式16】
Ｐ60

１　学校再開に向けた準備

(1)学校再開に向けた教職員の組織体制

・学校避難所運営協力本部の運営主体を、学校から災害協力隊等主体へと移行する

・教職員は通常の校務分掌等を基に役割を分担し、学校再開に向けた準備を行う

(2)学校再開に向けてのチェック項目

ＮＯ 項目 内容

1
児童・生徒の安否確認
教科書・文房具等の被害状況の把握

・緊急引渡しカード等により安否確認を行う
・不明者がいる場合は学校の掲示板等を利用する
・状況が把握できたら教育委員会事務局へ報告

2 校舎等の安全確認
・専門家による校舎等の安全確認
・教材等についても確認

3 通学路の安全確認 ・児童･生徒が安全に通学できるか

4 授業再開時期の決定、周知
・教育委員会事務局と調整の上、再開時期を決定する
・再開時期が決定したら、掲示板等を用いて周知する

２　応急教育計画の作成

・通常とは異なる、二部授業、他校の利用等も考慮する

・健康・安全教育、生活指導、心のケアに重点をおく

３　心のケア

・災害に遭うことにより、心に大きなストレスを感じ、感情的・身体的症状を見せることがある

・こどもの場合は、過剰適応、赤ちゃん返りなどを見せる場合もある

４　転出入に伴う学籍変更等

・避難先が遠距離の場合は、原則として転退学の手続きをとる

・転出入等の手続きについては、学校の掲示板等活用し、周知を図る

５　入学相談に関する対応

・入学（園）を控えている児童・生徒等を持つ保護者への対応として、相談コーナーを設置する

学校再開準備シート

・学校教育が正常に実施されるまでの間、学校施設の被災等の状況を踏まえた応急教育計画を作成する

・教育委員会と連携し、養護教諭を中心に支援体制を整え、スクールカウンセラー等の専門家と心のケアの充実に取り組む

26



マニュアルＰ36 【様式17】
Ｐ61

○　地震等による被害を最小限にとどめるため、減災計画を作成し、事前の防災対策を行う

１　減災とは

２　学校施設・設備の点検

３　通学路等の安全確認 ⇒　下記チェックリスト参照

４　非常持出品等の点検

５　地域との連携

ＮＯ 項目 内容 備考

1 施設の耐震性 耐震診断上問題ない

2 室外のブロック塀 倒壊等のおそれがないか

3 室外の看板・時計・遊具等 落下等しないよう確実な固定をしている

4 室内のピアノや書棚等の転倒防止地震による転倒や移動により危険がないか

5 ガラスの飛散防止対策 ガラスに飛散防止対策を講じているか

6 照明器具の安全対策 照明器具の固定や飛散防止などを講じているか

7 備品等の配置 避難経路の障害となっていないか

8 通学路の安全性 通学路の安全性を確認しているか

9 非常持出品 非常持出品を確認しているか

10 地域との連携 近隣住民と発災時の対応について協議しているか

６　防災教育の充実

７　防災（避難)訓練等の充実

減災計画（平常時の防災対策）

　地震等による被害は防ぐことはできないが、事前に学校施設・設備の点検等を行い、被害を
最小限にとどめようとする取り組み

　児童・生徒等の発達段階、地域の特性や実態に応じて指導内容を検討し、各教科、道徳、
特別活動等、教育活動全体を通して計画的に進める

　防災訓練は、地域との連携・協力を通して、教職員が避難所運営に対する協力・支援の仕
方など災害時の対応のあり方を身につけるたものもの。避難訓練は、児童・生徒が災害発生
時に、安全に避難することができる態度や能力を養うことを目的とし、防災教育の指導内容に
ついて体験を通して実践的に理解を深めるために実施するもの。
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仮設トイレ設置可能マンホール◎

◎

◎

◎

◎

災害応急物資格納庫

受水槽

■

FREE Wi-Fiスポット / 設置階1F

1F 2F

★

応急給水栓

28

◎



同報無線装置

移動系防災無線
（半固定型）

蹴破り戸

移動系防災無線
（携帯型）

避難行動要支援者名簿

FREE Wi-Fiスポット

特設公衆電話端子盤
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◎マンホールトイレ

物資置場

配給所ゴミ置場



備蓄倉庫

FREE Wi-Fiスポット

本部室・受付
 

情報掲示板

専用スペース・トイレ

 
医務室
 

更衣室（女）

→多目的室

→机ｲｽ倉庫
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救援班活動スペース

ボランティアルーム

08557306
線

08557306
線

08557306
線

08557306
線

08557306
線

08557306
線

08557306
線



ペット置場

要配慮者スペース

更衣室（男）
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08557306
線

08557306
線

08557306
折れ線

08557306
線



同報無線スピーカー
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